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-高円寺旧陸軍用地に残る線形住宅地の更新 -　
THE BOUNDARY WITH TRANSITION





Urban space in modern Japan is vernacular landscape was raised by culture.Considered could be element 
indicating the nature of the new and modern architecture by verbalizing these landscapes to collect from 
various city and started the research.In this project proposal as the subject Koenji.Propose to update 
shopping street as linear residential area former army land of Koenji.


































































































































・新建築 2013 年 12 月号特集『ストラクチャーの再編』
2013.12
・坂本一成『建築に内在する言葉』2011.1
（１）全体計画
　現在の住宅地はいくつかの複合的な要因によって更
新が進まず、街から隔離されているが、住宅地の中に
小さな商業を複合し、新たな人の流れをつくること
で、この場所を少しずつ街へと還していく。線形の形
状、狭い路地という特性を活かして更新できなくなっ
た住宅地を高円寺の新たな 15 個目の商店街へとコン
バージョンすることを計画する。本来、多くの年齢層
が集まる高円寺周辺に南側と北側で目的が分かれてい
る機能を複合しながら通りに点在させることで、訪れ
る人と住まう人両方が利用できるような現代的な商店
街へと変えていく。
（２）複数棟による新たな単位での更新
　線形住宅地に点在する既存不適格建物や空き家や空
き地といった異なる理由で更新できない建物が、互い
に支え合うことで小さくても、豊かな環境を獲得でき
るような更新の仕方を提案する。異なる理由で建て替
えが進まない建物をひとつにまとめ、50cm のセット
バックをやめ、隣家と共同で小さな隙間を有効的に
活用するように 6 つの手法で増改築を加えていくこと
で、小さな所有でも多くの場所を持つ選択肢の多い暮
らしを提案する。
（３）減築と増築の連続による更新
　ひとつの建物が敷地境界線の中で完結する更新を行
うのではなく、隣と関わり合いながら更新する仕組み
をつくることで、ひとつの建物の中では些細な行為で
あっても、連続すると敷地境界線を越えた拡がりのあ
る更新となる。
図 8　６つの増築パタン
図７　線形住宅地全体アイソメトリック
